
平成２６年１２月１２日
仙 台 河 川 国 道 事 務 所

三陸沿岸道路 南三陸道路

「新井田川橋」連結式のお知らせ
に い だ が わ

～南三陸海岸ＩＣまでの平成２８年度供用に向け、橋がいよいよ繋がります～

○復興のリーディングプロジェクトとして進めている三陸沿岸道路「南三陸道路」（南

三陸町志津川～同町歌津間の延長７．２ｋｍ）は、宮城県内でいよいよ海岸部を北進

する区間で、地域間の時間短縮はもとより、津波浸水域の回避による災害時の緊急輸

送路確保や水産業等の地域産業の復興に貢献するものと期待されています。

○なかでも、（仮称）志津川IC～（仮称）南三陸海岸ICについては、平成２８年度供用

目標としており、この度、当該区間で鋭意工事を進めていた「新井田川橋」（延長１

６３ｍ）が連結する運びとなりました。

○つきましては、下記のとおり連結式を執り行いますのでお知らせいたします。

記

１．日 時：平成２６年１２月１７日（水） １０時３０分より

２．場 所：宮城県本吉郡南三陸町志津川字新井田～磯の沢地内

（別添会場案内図：新井田川橋の橋上）

３．主 催：株式会社 安部日鋼工業

４．内 容：神事 ※神事内で「連結の儀」を行います
れんけつ

（南三陸町長、志津川中学校生徒、仙台河川国道事務所長他）

挨拶（発注者、施工者）

来賓挨拶（南三陸町長） など

※当日１０時頃から会場内において報道関係者様を対象に事前説明を行いますの

でお時間までお集まり頂くようご協力をお願いいたします

＜発表記者会：宮城県政記者会、東北電力記者会、東北専門記者会、
石巻記者クラブ、気仙沼記者クラブ＞

（お問い合わせ先）

■連結式に関すること

株式会社 安部日鋼工業 東北支店

新井田川橋上部工工事作業所

所 長 和 田 祥
わ だ ひろし

TEL ０２２６－４７－１８４０

■事業に関すること

国土交通省 東北地方整備局 仙台河川国道事務所

TEL ０２２-２４８-４１３１

副所長 田 口 和 弘（内線205）
た ぐ ち か ず ひ ろ

工務第二課長 斎 藤 信 （内線411）
さ い と う まこと



連結式会場案内図

現地での問い合わせ先
㈱安部日鋼工業　松岡　健夫

国道45号から新井田川橋を撮影

0226-47-1840または090-2533-3199

三陸沿岸道路　南三陸道路
「新井田川橋」連結式会場のご案内
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南三陸道路の整備効果
効果①：災害時における緊急輸送道路の確保

◆南三陸町から⽯巻⾚⼗字病院への救急搬送件数は年々増加
◆搬送時間が短縮し、迅速な救急救命活動を⽀援

◆気仙沼港の⽔揚げ漁獲⾼は、震災以前の約６割まで回復
◆南三陸道路の整備により、⽔産物等の輸送効率化・品質向上が図ら
れ、主要産業である⽔産業の復興を⽀援

◆津波により国道45号等の幹線道路が通⾏⽌め
◆津波浸⽔域の回避により、緊急輸送路が確保され、緊急⽀援
物資等の輸送が可能

効果②：⾼次緊急医療施設への速達性が向上

▲津波で流された国道45号⽔尻橋

▲津波で流された国道45号歌津⼤橋

▲南三陸町から⽯巻⾚⼗字病院への搬送件数

H17：三陸道（〜河北ICまで供⽤）
H22：三陸道（〜河北IC〜登⽶東和IC間供⽤）

効果③：⽔産業の復興を⽀援

▲気仙沼港 ⽔揚漁獲⾦額推移

▲南三陸町（歌津地区）から⽯巻⾚⼗字病院までの所要時間

▲三陸沿岸道路開通による出荷経路の変化

【震災前】 【震災後】

▲宮城県内の漁港別⽔揚漁獲⾦額のシェア

震災前の約６割に回復

（件）


